
第４学年算数科指導案
日 時 平成２７年１１月１３日（金）１校時

場 所 ４年３組教室

児 童 ４年３組

授業者

１ 単元名 「小数のかけ算とわり算を考えよう」 小数のかけ算とわり算

２ 単元について

（１）教材について

本単元では，小数の仕組みなどの理解の上に，小数×整数，小数÷整数の計算の仕方について理

解し，それを用いる能力を高め，小数の数としての理解をよりいっそう深めるのがねらいである。

小数は整数と同じ十進数であることから小数を整数化して考えることで小数の計算は整数の計算と

同じように扱うことができる。また，除法に関連して小数倍（割合の見方）を取り上げる。

（２）児童について

児童は，概ね学習意欲が高く，友だちの考えから学ぼうという意識がある。問題解決に当たって，

問題文の分析や図・式・言葉の関連付けなどにも意欲的に取り組もうとしている。しかし，学習内

容の理解や定着，計算の速さなど個人差は大きい。

単元の内容にかかわっては，整数の乗法や除法，小数のしくみについては概ね理解できているが，

小数に対する苦手意識をもっている児童もみられる。

（３）指導に当たって

本単元では，小数を整数化してみるアイディアを積極的に活用し，５，６年生の小数や分数の乗

法・除法の学習でも活用できるようにしていきたい。また，問題場面を分析したり数直線の図に表

す活動を通して，問題構造をとらえ，同じとみる目を育てていきたい。

【数学的な表現を使って考える活動】

・問題場面を分析することで「一つ分」「幾つ分」「全体」などの数の関係をとらえたり，数直線の

図に表して問題を整理する活動を通して，既習の整数の乗除場面と同構造であることをとらえら

れるようにする。

・既習の整数の乗法や除法の計算を基に考える（小数を整数化して考えるアイディアを用いる）活

動を通して，小数の乗法や除法の計算方法や意味を考えることができるようにする。

【数学的な表現を使って学び合う活動】

・問題場面を図や式と関連付けながら学び合う活動を通して，小数×整数，小数÷整数，整数÷整

数（商が小数）の計算の意味や計算の仕方について理解を深めていく。

３ 単元の目標と評価規準

（１） 単元の目標

小数×整数，小数÷整数，整数÷整数で商が小数になる場合の計算の意味や計算の仕方につい

て理解し，それらの計算ができるようにするとともに，小数の理解を深めるようにする。

（２）単元の評価規準

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解

・小数×整数，小数÷ ・小数×整数，小数÷整数の計 ・小数×整数，小数 ・小数×整数，小数

整数の計算の意味や 算について，既習の整数の乗 ÷整数，整数÷整 ÷整数，整数÷整

計算の仕方を，既習 法や除法の計算を基に考え， 数で商が小数にな 数（商が小数）の

の整数の乗法や除法 図，式を用いて答えを求めた る場合の計算をす 計算の意味や計算

の計算と関連付けて り，計算の仕方をまとめたり ることができる。 の仕方を理解して

とらえようとする。 している。 いる。



４ 教材の関連と発展
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と 考

え 除数，被除数に

て 同じ数をかけて

い 計算しても，答

く えは同じ

こ

と

4年③わり算の筆算（１）
600÷3＝200（100の束で6÷3＝2）
120÷4＝30（10の束で12÷4＝3）

3年④わり算（九九1回適用） 24÷4＝6
⑦あまりのあるわり算（九九1回適用） 32÷6＝5あまり2
⑩大きい数のわり算（位ごとに計算） 69÷3

69を60と9に分けて 60÷3＝20 9÷3＝3 20＋3＝23

3年⑪小数
・１Ｌを10等分した１こ分のかさは0.1Ｌ
・2.8を「2と0.8」とみたり「0.1の28こ分」と
考えたりすると，いろいろな表し方ができる。

・操作との関連付けによる意味理解を確かなものにしていく。

・計算のきまりを活用して既習と同じとみる考え方に移行して

いく。



５ 単元の指導計画（１５時間）（◎全員の評価の機会とする観点 ○補完する評価の機会とする観点）

評価規準（評価方法）

数学的な考え方 関心，技能，知識・理解

①小数のかけ算【５時間】

１ 【プロローグ】 ・小数を 10 倍，100 倍，1/10，1/100 にした数の位や，乗法計算における被除数と積の関係を
振り返って話し合いながら，新たな課題となる乗数や除数が整数の場合の小数の乗除計算に

ついて，興味・関心を高めるようにする。

小数×整数の計算 ・式に表し，その式になる理由を ◎関小数の乗法計算の仕

の意味を理解し， 考える。 方や意味を，既習の

その計算ができ ・0.3 × 6 の計算の仕方を考えまと 整数の乗法計算と関

る。 める。 連付けて考えようと

・計算練習をする。 している。（ノート）

２ 小数（1/10 の位ま ・3.6× 7の計算の仕方を考える。 ◎小数（1/10 の位まで）× ○技小数（1/10 の位ま
３ で）×１，２位数 ・3.6 × 7 の筆算の仕方を考えまと １位数の筆算の仕方を， で）×１，２位数の

の筆算の仕方を理 める。 既習の整数の乗法の筆算 筆算ができる。（ノー

解しその計算がで ・計算練習をする。 を基に図や式を用いて考 ト）

きる。 ・0.2× 4，0.8× 5，7.5× 4の筆算 え，説明している。（ノ

の仕方 を考える。 ート・学習の様子）

・1.8 × 34 の筆算の仕方を考えま ○積の末位の０の処理につ

とめる。 いて，小数の記数法に基

・上記型計算問題と文章題に取 づいて考えている。（ノ

り組む。 ート）

４ 小数（1/100 の位 ・1.36× 7の計算の仕方を考え。 ○小数（1/100 の位まで） ◎技小数（1/100 の位ま
まで）×１位数の ・1.36 × 7 の筆算の仕方を考えま ×１位数の筆算の仕方 で）×１位数の筆算

筆算の仕方を理解 とめる。 を，既習の乗法の筆算を ができる。（ノート）

し，その計算がで ・計算練習をする。 基に乗法の性質を用いて

きる。 【発展】｢算数発見!｣を読み，ジュー 考え，説明している。（ノ

スの本数が 2倍，3倍…になると， ート・学習の様子）

全部のジュースの量も 2倍，3倍…
になることを知る。

５ 学習内容を適用し ・「力をつけるもんだい」に取り組 ◎技学習内容を適用し，

て問題を解決す む。 問題解決できる。（ノ

る。 ート）

②小数のわり算【７時間】

６ 小数÷整数の計算 ・立式し，その式になる理由を考 ◎関小数の除法計算の仕

の意味を理解し， える。 方や意味を，既習の

その計算ができ ・3.6 ÷ 3 の計算の仕方を考え，ま 整数の除法計算と関

る。 とめる。 連付けて考えようと

・計算練習をする。 している。（ノート）

７ 小数(1/10 の位ま ・7.2÷ 3の計算の仕方を考える。 ○小数(1/10 の位まで)÷１ ◎技小数(1/10の位まで)
本 で)÷１位数の筆 ・7.2 ÷ 3 の筆算の仕方を考えまと 位数の筆算を，既習の整 ÷１位数の筆算がで

時 算の仕方を理解 める。 数の除法の筆算を基に図 きる。（ノート）

し，その計算がで ・計算練習をする。 や式を用いて考え，説明

きる。 している。（ノート）

８ 1/10 及び 1/100 の ・6.3÷ 7の筆算の仕方を考える。 ◎ 1/100 の位の小数÷１位 ○知 1/10 及び 1/100 の
９ 位までの小数を ・95.2÷ 28の筆算の仕方を考える。 数の筆算の仕方を，既習 位までの小数を１，

１，２位数でわる ・9.48÷ 4の計算の仕方を考える。 の除法の筆算を基に除法 ２位数でわる筆算仕

筆算の仕方を理解 ・0.24÷ 6の筆算の仕方を考える。 の性質を用いて考え，説 方を理解している。

し，その計算がで ・計算練習をする。 明している。（ノート・ （ノート）

きる。 学習の様子）

10 余りを求める計算 ・46.7 ÷ 3 の筆算をし，商を一の ◎余りを，単位とする小数 ○技小数÷整数で余りの

で，余りの大きさ 位まで求 め，余りの大きさを考え の何個分として考え，説 ある計算ができる。

について理解しそ る。検算をする。 明している。（ノート・ （ノート）

学 習 活 動目 標時



の計算ができる。 ・余りの小数点の位置についてま 学習の様子）

とめる。

・適用問題に取り組む。

11 わり進みをすると ・6 ÷ 4 の筆算で，わり進むときに ○小数点以下に０を補うこ ◎技整数÷整数わり切れ

12 きの筆算の仕方を は，被除 数に０を補って続けるこ とで，整数の場合と同じ るまで計算ができる。

理解しその計算が とを押さえる。 ように計算が続けられる （ノート）

できる。商を概数 ・1.7÷ 5の筆算の仕方を考える。 ことを考えている。（学 ◎技商を四捨五入して概

で表すことができ ・13 ÷ 3 の商を概数で表すことに 習の様子・ノート） 数で求めることがで

る。 ついて 考える。 きる。（ノート）

・適用問題に取り組む。

③小数の倍【１時間】

13 小数倍の意味につ ・40m，60m，50m，30m は，20m ◎小数倍の意味について， ○知小数倍の意味を理解

いて理解する。 の何 倍かを求める。 図や式を用いて考え，説 している。（ノート）

・小数を用いて倍を表すことをま 明している。（学習の様

とめる。 子・ノート）

④まとめ【２時間】

14 学習内容を適用し ・「力をつけるもんだい」に取り組 ◎技学習内容適用して，

て問題を解決す む。 問題を解決できる。

る。 （ノート）

15 学習内容の定着を ・「しあげのもんだい」に取り組む。 ◎知基本的な学習内容を

確認し，理解を確 身に付けている。（学

実にする。 習の様子・ノート）



６ 本時の指導

（１） 目標

１/１０の位までの小数を１位数でわる筆算の仕方を理解し，その計算ができる。

（２）指導に当たって

【数学的な表現を使って考える活動】

・わり切れない整数部分と小数部分も，0.1を基にして考える（小数を整数化する）活動を通して，
前時までのわり算と同様に分けることができることに気付かせ，図や式を用いて自分の考えを

表すことができるようにする。

【数学的な表現を使って学び合う活動】

・図と筆算の手順を関連付けながら学び合う活動を通して，小数の筆算の仕方や意味をとらえさ

せる。

【振り返る活動】

・板書をもとに，学習のポイントを整理し，本時の学習を価値付ける。

・適用問題により，筆算の仕方を確認する。

・視点を示して児童に学習感想を書かせ，本時の学びを自覚させる。

（３）評価規準（技能）

１/１０の位までの小数を１位数でわる筆算ができる。（学習活動の様子・ノート）
（４）展開

過 ◆研究の重点

程 ・留意点 評 評価

１ 問題把握 ○問題を提示する。 ・ペットボトル入りの水の

と課題把握 水が 7.2 Ｌあります。この水を 3 人で等分する 写真を提示し，量感や整

と と，1人分は何Ｌになりますか。 数部分と小数部分に着目

ら ・問題分析 させ，どのように分ける

え 全体 7.2Ｌ 幾つ分 3 求めることは 1つ分 かのイメージを持たせ

る ・数直線に表す。 る。

0 □ 7.2 （Ｌ） ・数直線に表す活動を通し

て除法場面であることを

理解できるようにする。

0 1 2 3 （人）

・3人で等分し 1人分の水の量を求めるからわり算
・□×３＝ 7.2 □＝ 7.2÷３で求められる。
・7.2÷３ 答えは 2Ｌとちょっと
・筆算でできそうだ。

○筆算でやってみよう。

２．４ ２．４ ２
３）７．２ ３）７．２ ３）７．２

６ ６ ６

１．２ １ ２ １

１．２ １ ２

０ ０

７ ・多分，整数のわり算のように筆算してもいいと思 ・筆算の妥当性を確かめる

分 う。 ことが課題になるように

・小数点をどうすればいいのかな。 させていく。

７．２÷３の筆算 （図で確かめよう）

２ 自力解決 ○自分の考えを図や式，言葉を使って，ノートに書 ◆わり切れない整数部分と

かせる。 小数の部分も，0.1を基に
考 ・7.2Ｌを 7Ｌと 0.2Ｌに分けて考える。 して考える（小数を整数

え 化する）活動を通して，

る 1L ← 0.1L 前時までのわり算と同様

学習活動 教師の働きかけと予想される反応



まず，７Ｌを３等分する。 に分けることができるこ

とに気付かせ，図や式を

用いて自分の考えを表す

１人分 ２人分 ３人分 あまり ことができるようにす

7÷ 3＝ 2あまり 1 １人分は２Ｌで１Ｌあまる。 る。

残りは 1Ｌ＋ 0.2Ｌ＝ 1.2Ｌ
次に，1.2Ｌを３等分する。 ・とまどっている児童には

1.2Ｌは 0.1Ｌの 12こ分 前時を想起させ，図や 0.1
12÷ 3＝ 4 をもとにして考えるよう

0.1Ｌの４こ分だから１人ぶんは 0.4Ｌ 促す。

８ だから，2Ｌ＋ 0.4Ｌ＝ 2.4Ｌ
分 位ごとにわけていく。分けられなかったらばらす。

だから筆算でできる。

３ 共同思考 ○考えを説明させ，筆算の仕方と関連付ける。 ◆図と筆算の手順を関連付

・どの考え方も 0.1を基にして考えている。 けながら学び合う活動を

見 ・小数を整数に置き換えて考えれば，分けることが 通して，小数の筆算の仕

つ できる。 方や意味をとらえさせる。

け ・位ごとに分けていけば，筆算でできる。 ・①の具体的な分け方と筆

る 小数点をそろえてうつ！ 算の手順の意味を確かめ

２．４ ①一の位の７÷３をする。 ていく。
３）７．２ ②小数点をそろえてうつ。 ・筆算でできるよさを感じ

６ ③１/10の位の２をおろす。 させる。

１ ２ ④１/10 の位の１２÷３を
１ ２ する。 ・検算はかけ算の性質を用

０ 商は２．４ いてできることで確かめ

検算 ３×２．４＝７．２ させる。（整数×小数は未

10 ・大きい位から， 習のため）

分 ・たてる→かける→ひく→おろす

・分けられなかったらばらす 今まで通り！

４ まとめ ○板書をもとに振り返る活動を行う。 ◆板書をもとに，学習のポ

○筆算の手順を囲むことで，まとめとする。 イントを整理し，本時の

ま 学習を価値付ける。

と ・小数のわり算も整数のわ

め り算と同様に筆算ででき

る ることを確認する。

○適用問題を解かせる。 ◆適用問題により，筆算の

２ ①８．４÷７ ②９．６÷４ 仕方を確認する。

③５．１÷３ ④７．８÷６ 評 １/１０の位までの小
３ ①３５．６÷２ ②７３．８÷６ 数を１位数でわる筆算

③６５．５÷５ ④８３．２÷４ ができる。

⑤１４．８÷４ ⑥２０．４÷３ （学習活動の様子・ノート）

⑦３６．４÷７ ⑧８４．６÷９

４ １６．２ｍのロープを３人で等分すると，

１人分は何ｍになりますか。

○学習感想を書かせる。 ◆視点を示して児童に学習

視点①前の学習と違うこと・同じこと 感想を書かせ，本時の学

視点②小数の筆算でもっと学習したいこと びを自覚させる。

20 ・小数のわり算でもいつものように筆算ができるこ

分 とがわかった。小数点を忘れないようにしたい。

・１/10 の位のわり算ができるなら，１/100 の位の
わり算もできそうだ。



（５） 板書計画

7.2Lを 7Lと 0.2Lにわける。 7.2÷ 3の筆算（まとめ）

②小数点をつける！

1人 2人 3人 あまり 1.2 ２．４ ①一の位の計算

7÷ 3=2あまり 1 ３）７．２ 7÷ 3=2あまり 1
□×３＝ 7.2 1.2Lは 0.1Lの 12こ分 ６

0 □ 7.2（Ｌ） １ ２ ← 0.1の 12こ分

１ ２ ③ 1/10の位の計算

12÷ 3＝ 4 ０ 12÷ 3=4
0 1 2 3（人） 0.1Lが 4こ分で 0.4L

１×３＝３ だから 2L＋ 0.4L＝ 2.4L
式 ７．２÷３＝

（見当 ２Ｌと少し） 適用問題

２ ２．４ １．２ １７．８ ７．２
３）７．２ ３）７．２ ７）８．４ ２）３５．６ ４）１４．８

６ ６ ７ ２ １４

１ １．２ １ ４ １５ ８

小数を １．２ １ ４ １４ ８

どうしよう？ ０ ０ １ ６ ０

小数点は？ １ ６

０

５．４
４ 式 １６．２÷３＝５．４ ３）１６．２

答え ５．４ｍ １５

１ ２

１ ２

０

水が7.2Ｌある。（全体）
３人で等分すると（いくつ分）

１人分は何Ｌか。（１つ分）

小数のわり算の筆算

・大きい位から

・たてる→かける→ひく→おろす

・分けられない→ばらす！

いつもどおり！


